
日 本医事新報社の内分泌疾患より 
上の設問に答えて次のページに進んでください。 



これが解答であり、又褐色細胞腫の纏めです。 





ブログでも記載しましたが、今後はVMAは実施しない方向です。 
上の記載は１日蓄尿の場合の異常値です。 
尚、随時尿でのクレアチニン比での値は上記の一日量とほぼ同じと 
解釈していいと思います。 



日 本 医 事 新 報 社の高血圧、再整理より抜粋 
 





内分泌学会よりの 
診断アルゴリズムです。 
やはり随時尿を先ず行う 
ようです。 



ROCKY NOTEより 



Hospitalist ~病院総合診療医より 
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